
スプレッドシートを活用することにより、他者の作業を参考にすることが容易になった。それにより協働学習が促進され、必要な情報を選択
する能力が向上し、子どもたちが自ら課題に取り組む姿勢が見られるようになった。また、教科書から情報を集め、整理し、まとめる過程を
通して、読解力の向上が見られ、課題を発見し、解決するための力も身についてきている。デジタルとアナログのバランスを考えた授業に
より、子どもたちの学習意欲が高まった。

具体的な取組みの内容 【子ども主体の学びに向けて】

取組みを通しての子どもの変容

Google Workspace For Educationをはじめとするクラウドサービスを活用し、Googleドキュメント、スライド、
スプレッドシートを用いて、児童が主体的にテーマを設定し、調査・分析、発表を行う探究学習の推進。

取組みの概要・ポイント

自ら課題を発見し、解決する力
多様な意見を尊重しながら協働する力

つけたい力

テーマ：つながりあい まなびあい わかりあい ～ICTを使って、つながり深めあおう～
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各学級で・・・
まずは使ってみよう！

学習課題の提示

学習方法の選択

子どもが自分で学び方を調整

他者参照
自分の学びへと

つなげる

情報活用能力の育成

自己調整、協働学習

子どもが自走するための手立て

Google活用に向けて

情報収集は
教科書をベースとして

学んだことをふりかえり
でアウトプット

本校の取組みは
学校HPでも公開
しています→

学ぶ相手も自分で決める評価基準を共有

子どもの学習進度の把握・ふりかえりの共有

端末も活用

探究のサイクルを意識

個別最適な学びへ


